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内藤（事務局長）  それでは、皆さんこんにちは。 

 本日、第５回の新町名称・庁舎等の検討小委員会をご案内申し上げ

ました。委員の皆様方には本当に年末のご多忙の中をお繰り合わせの

上ご出席いただきまして、まことにありがとうございます。 

 前回の第４回につきましては、９月１０日でございました。このと

きに最終的な募集期間もお決めになって、その後１１月中の一月間の

公募期間を踏まえて事務局ベースである程度整理ができましたので、

今回ご参集いただいて選定等を行っていただくという運びでございま

す。どうもありがとうございます。 

 早速、開会に当たりまして立石委員長さんからごあいさつをいただ

きます。 

立石（委員長）   皆さんこんにちは。 

 師走も半ばを過ぎまして、年末の大変お忙しいところ、本日はご出

席いただきましてまことにありがとうございました。 

 皆さん既にご存じのとおり、最近３町合併の問題が出てきまして、

私自身も大きな戸惑いを感じている一人でございます。しかしなが

ら、今までこの２町合併でいろいろと築き上げてきました協議内容

と、また私たちの委員会に付託をされました事柄についてはしっかり

と結論を出し、その責任を果たしながら２町のたくさんの方々が応募

していただいた新町名称にこたえていきたい、そういう思いで本日は

委員会に臨んでおります。 

 聞くところによりますと、当初思っていたよりもかなりの数、８７

０点以上の応募があったというふうに聞いております。この資料につ

きましては、既に皆さんに配付済みのようにも聞いております。それ

ら十分に事前にご検討をいただいて、今日は具体的に自分の思いを投

票していただく、こういう段取りになろうかと思います。どうかひと

つよろしくお願いを申し上げまして、開会のあいさつとさせていただ

きます。 

内藤（事務局長）  どうもありがとうございました。 

 本日の小委員会につきましては、藤原昇委員さんが欠席されるよう

でございますので、ここに報告を申し上げておきたいと思います。 

 それでは、委員長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

立石（委員長）   それでは、小委員会規程の定めによりまして、ただいまから会議を

始めさせていただきます。 

 本日は、委員１０名中９名の出席をいただいておりますので、定足

数に達しております。よって、本日の会議は成立することを最初にご

会 議 経 過 
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報告申し上げておきます。 

 また、本日の委員会の内容につきましては、新町名称の絞り込みが

主なものでございますので、正・副会長、行政側の幹事の皆さんにつ

きましては、出席要請をいたしておりません。したがいまして、我々

委員の皆さんと事務局で会議を進めてまいりたいと思いますので、よ

ろしくご了承願いたいと思います。 

 なお、今回の発言につきましても、大変ご面倒ですが、町名とお名

前をおっしゃっていただきますようにお願いいたします。 

 それでは、早速協議に入らせていただきます。 

 協議事項に上げております新町名称の絞り込みについてお願いをし

たいと思います。 

 まず、この新町名称につきましては、９月１０日の小委員会におき

まして、最終的な応募期間も１１月１日から１１月３０日までの１カ

月間とすることを決めていただきました。両町からの応募は、大変多

くの方から公募いただいております。この席をおかりしまして、皆さ

んに厚く御礼を改めて申し上げたいと思います。 

 それでは最初に、事務局から応募状況につきまして報告をしていた

だきます。 

 浅田次長。 

浅田（事務局）   ご苦労さまです。 

 それでは、既に各委員様方には事前配付をさせていただいておりま

すグラフつきの新町名称募集結果といった資料を少しお開きいただけ

ればと思います。 

 先ほどからお話が出ておりますように、第４回の小委員会で内容を

決定いただき、そして１０月の合併協議会にも報告をし、承認をいた

だき、１１月１日から１カ月間募集をかけさせていただきました。そ

して、１２月の上旬からそれらの取りまとめ作業に入らせていただい

たところでございます。 

 当初、募集につきましてはあらゆる広報紙、そういったものを使っ

てさせていただいたんですけれども、なかなか反響が鈍く、本当はこ

のままいったらどうなるんだろうといったぐらいの数でございまし

た。しかしながら、日が近づいてくるにつきまして、大変多く募集を

いただいたというところでございます。 

 グラフの方で見ていただきますとわかりますように、現段階では応

募総数８８６点ございました。この応募につきましては、２町の住所

を有するといった形にいたしておりますので、町外または全国的とい
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った形での取り扱いはさせていただいておりません。 

 そして、８８６のうち募集要領等で決めさせていただきました旧町

名を使用しない、いわゆる神崎町、大河内町を使用しないといったこ

とを踏まえまして募集をかけましたので、いわゆるその時点で無効と

いったものが９点ほどございまして、現時点では有効ということで８

７７点ございます。 

 その応募いただきました両町の内訳ですけれども、神崎町が２２０

名、大河内が３２６名、５４６名の方から応募をいただいたところで

ございます。比率にいたしますと神崎が４割、大河内が６割といった

形になっております。 

 次に、応募者の年代別なんですけれども、この応募につきましては

両町の住民の皆様方を対象にするといったことにいたしておりました

ので、いわゆる小・中学生、このあたりにも将来の町を担うといった

意味も含めまして、両町の教育長さんを初め教育委員会の部局から学

校の方にお願いをいただき、あくまでも強制ではございませんといっ

たことも含めてご説明をさせていただき、応募にご参画をいただいた

ところでございます。 

 そういった中で、１０歳未満並びに１０代がかなり多く、１０代関

係で２８１人といった半数以上をこの年代で占めておるという状況で

ございます。 

 また、一部年齢の記載もございませんでしたが、最高齢では９２歳

と言われる方も応募をいただいておるという状況でございました。 

 そして、その応募の方法の状況ですけれども、合併協議会が作成を

いたしました折り込みといいますか、はがきなんですけれども、それ

が大多数を占めておりまして、あとメール、はがき、封書、その他と

いった形の内訳でございます。こういった形で集計をさせていただい

たところでございます。 

 そして、応募いただいた作品なんですけれども、次のページ以降た

くさんいただいた内容でございまして、この時点では小学生、また小

学生以下の子供さんからもいただいておりますので、現時点ではこち

らで判断して無効となるべきものも含まれておるかもわかりません

が、あえて削除をさせていただいてございません。そういう小さな子

供さんからもいただいたという意思を十分尊重して入れておりますの

で、そのあたりもおかしいんじゃないかといった部分があろうかと思

いますけれども、入れさせていただいておるところでご理解をお願い

したいというふうに思います。 
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 それでは、応募いただきました作品の中からもう既に各委員さん方

にはお目をお通しいただいておろうかと思いますけれども、その中か

ら幾らかこちらの方からご説明をさせていただければというふうに思

っております。 

 まず、応募作品のあいうえお順から並べております中では、特にユ

ニークといいますか、そういったものを少しご報告させていただけれ

ばというふうに思います。 

 当然、２町の中では神崎、大河内という名前を使用いたしませんの

で、さまざまな名前が出てまいりました。当然、募集要領にもござい

ましたように、歴史、文化、そして地形、動植物、さまざまなものを

使って応募をいただいたというところでございます。 

 応募の中で、例えばあ行でいきますとアイアイ（愛ｉ・愛合・愛あ

い）町とか「愛里町」、こういった名称、いわゆる新町建設計画の中

でそういう愛といったものをキャッチフレーズとしてとっております

ので、そういったものをあわせてつけられておる名前、また「アゲハ

町」というチョウの名前、こういったものもつけられております。こ

ういったものも他の合併協議会の中でも上がっておりまして、大変全

国の合併協議会ではさまざまなユニークな名前が上げられておりま

す。 

 それから、大河内町の方では町花のアヤメといった文字をとりまし

て「あやめ」という名前の応募が結構ございました。 

 また、両町にございます清らかな川に泳ぎます「鮎」という文字を

使いまして「鮎川」、そういった名前も応募をいただいております。 

 それから、特に大河内の「大」という字と神崎の「神」という字を

使いまして、名前の読み方は大変あれなんですけれども、オオカミ町

というんですか、そういった名前の関係も出ております。このあたり

につきましても、結構数にすればあったというところでございます。 

 それから、同じく「大」なんですけれども、「大崎」ということ

で、逆に今度は大河内の「大」と神崎の「崎」をとって「大崎町」と

いった名前もかなりあったところでございます。 

 あとでは、「奥播磨」という形で「播磨」という文字を使いまし

て、この播磨につきましては後ほど出てまいります北とか、中とか、

いろいろあるんですけれども、そういう播磨を使われたところがござ

います。 

 少しユニークなところでは、「楓」といったものの名前がつけられ

ております。これは新町の形状からとってみますとカエデといったも
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のがイメージできるんではないのか、そういうカエデの末広がりのそ

ういうところから、こういう名前をつけられて応募をされたというと

ころもございます。 

 それから次に、「笠峰町」ということで、神崎町の笠形山並びに大

河内町の峰山といいますか、いわゆる両町の代表する山の文字をとり

まして「笠峰」という名前がかなりございました。 

 それから、同じく神崎町の「神」という字と大河内の「河」という

字をとりまして「神河」という名称につきましてもかなりございまし

た。平仮名をあわせ、また「河」という字を「川」にしたり、あと

「神河内」という形でされたりしとる名称も多数見られました。 

 それから、「神北」ということで、神崎郡の北に位置をしておると

いうふうなところから「神北」という名前をつけられた方も結構いら

っしゃいます。 

 それからあとは、先ほど言いました播磨に北をつけて「北播磨」と

いった形の応募作品もかなりございました。やはりこれらは播磨、い

わゆる神崎郡の北部に位置をしておるといったところからつけられて

おるところが多く見られたところでございます。 

 それから、あとは蛍並びに桜、そういったものをつけながらされて

おる方もかなりございました。 

 それから、一般的にこういったものは対象になるかどうかという問

題はあるんですけれども、元気な町ということで元気という言葉をつ

けられて、名称をつけられておる方もいらっしゃいます。この元気と

いうものにつきましては、他の合併協でも元気な町をやっていこうと

いうことで、候補には上がっておる合併協議会もございます。 

 それから、「こ」の欄にいきますと高原といったもので「高原・こ

うげん」という名称をつけられております。 

 また、そういう心といったものもいろいろつけられておるところで

ございます。 

 それから、さ行にいきますと桜、里山、山水、いわゆるこういう自

然の中にございますものを両町からまじってつけられておるというと

ころがかなり見られました。あとはまた自然というような形でのとら

え方もされておる名称がございました。 

 それから、先ほど言いました神崎町の「神」と大河内の「河」とい

うことでカミカワという読み仮名をつけておられる一方で、シンコウ

という、神崎町の「神」という字と大河内の「河」という字をシンコ

ウという読み方でつけられておる方もかなりおられたところでござい
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ます。 

 あとはシンリョク（神緑・新緑・森緑・深緑）、森林、そういった

もので山の緑、また森林、そういった中から杉、ヒノキ、そういった

樹木の名称でつけられておるところがございます。 

 そして、やはり２町にございます清流といったものから「清流」と

いう名称の応募がかなりございました。 

 それぞれ応募された皆様方の思いというものは、同じような思いが

大変多いんですけれども、個人個人によってはやはりこれまでの風

土、歴史、文化、そういったものを十分考えながらつけておられると

いうところも見受けられたと思います。 

 それから次、た行にいきますと中央と、いわゆる兵庫の中央に位置

しておるから「中央町」といった形でのとらえ方をされておる方もい

らっしゃいます。 

 また、豊かな自然、豊かな心を持った町といったことで「豊里」、

豊かな里といったつけ方をされておるユニークな作品もございます。 

 それから、先ほど播磨の関係で言いました、このあたりが中播磨地

区といった形での広い範囲でのとらえ方から中播磨といった形でのつ

け方がされております。 

 それから、小学生からなんですけれども、ユニークなところで「に

こにこ町」といった、そういう本当に子供らしい応募がございまし

た。この「にこにこ町」というふうな名称については、他の合併協で

も何件か最終候補に上がっておるところが見受けられます。こういっ

た将来を担う子供たちの素朴な気持ち、こういったものも本当に大切

にしていく必要があるのかなという思いをいたしたところでございま

す。 

 それから、やはり新町建設計画と同様に愛とあわせましてハートの

形をしておるというふうなところから「ハート」「ハートシティー」

「ハートフル」といった形で片仮名、そういった形での応募もござい

ました。 

 それと、両町に歴史の面から埴岡の里といったところから、さまざ

まな平仮名、漢字、漢字にもございますけれども、いろんな書き方が

あるんですけれども、ハニオカ（埴岡・埴丘・埴生・はにおか）とい

った名称がかなり多くございました。埴岡の里、そういったものも入

っております。 

 それから、あとは播州とか、播但とか、そういったところが出てお

るような状況でございます。 
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 そして、先ほどの「中央」と同様に「兵庫中央」というふうな名称

で応募された方もかなりいらっしゃいます。 

 それと、旧来の福本藩といったところから「福本」といった名前な

ども上がっておるというところでございます。 

 それから、あと「北神」、北の神ですね、「北神」「北播」、そう

いった神崎郡、また播磨の北部に位置するといったところからそうい

った名称がよくつけられております。 

 それから、あとは美しい里というふうなところから「美里」、それ

ミサトにつきましても１点は「郷」という字のサトと山里のサトは１

里、２里の分ですけれども、こういったミサトという名前も結構ござ

いました。 

 それから、あとはよくありますのはやはり緑というふうなことがつ

けられております。「緑」という町名は現在淡路島の方にあるんです

けれども、こちらの方は来年合併をして南あわじ市ですか、こちらの

方になりますので、なくなるわけなんですけれども、そういう緑にち

なむ名称、川、山、そういったものが数多く見受けられたところでご

ざいます。 

 それから、これは全国的にも多い町名でございます美しい山と書き

まして「美山」、また「美和」というふうな名称がかなり応募として

ございました。中には「みらい」というふうな名称とか、「名水」、

そういったものもかなり出ておったところでございます。 

 そして、ごくシンプルでは山と川をあわせまして「山川」といった

こととか、「山里」、こういったものもかなり出ておるところでござ

います。 

 また、これは神崎町の方の特産になると思うんですけれども、ユズ

といったものにちなみました名称の応募、こういったものもかなり出

ております。 

 それから、最後になるんですけれども、ワカバ（若葉・わかば）と

いうふうな名前のものがかなり多く出ておりました。 

 小さな子供さんがお父さん、お母さんとお話をされたりしておりま

す関係で、どうしてもそぐわない名前なども見受けられるんですけれ

ども、やはりそのあたりは現段階では尊重させていただき、すべてを

掲載をさせていただきました。 

 明らかに神崎、大河内といった名前がついておるものにつきまして

は、事務局の方で事前に無効という取り扱いをさせていただいておる

という状況でございます。 
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 以上、事務局の方からは、とりあえずこの１１月いっぱいに行われ

ました募集の結果状況並びに名称の主なもののみ少しご紹介をさせて

いただきました。 

 以上でございます。 

立石（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいまの状況報告についてのみ、ひとつこの際お尋ねしたいこと

があったら何でもおっしゃっていただきたいと思います。 

 ただいまの説明に対して何かございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   ありがとうございます。 

 それでは、特にないようでございますので、新町の名称の選定に当

たって、いわゆるこれからのスケジュールも含めて事務局の方から説

明を願いたいと思います。 

浅田（事務局）   それでは、続きまして今後のスケジュール並びに少しかた苦しくな

りますけれども、法的な面も踏まえました留意事項につきまして、少

しご説明をさせていただきたいと思います。 

 各委員様方の方には新町名称の検討スケジュールということで、こ

れまでにも配付をさせていただいておりますけれども、１１月いっぱ

いの公募期間を受けまして、事務局で１２月にまとめまして、本日の

第５回の委員会で絞り込み作業ということで進めさせていただいてお

るところでございます。 

 本来ならば、１回の名称の委員会で、小委員会での取りまとめの

五、六点といったあたりまで絞り込めるのが本来かとは思うんですけ

れども、本日の状況によりましてもう一度再度小委員会を開催をさせ

ていただくということにもなり得るかもわかりませんので、ご了承い

ただきたいというふうに思います。 

 と申しますのは、委員長のごあいさつにもございましたように、現

在市川町の問題がございますので、そのあたり３町の町長等の中で調

整会議をされております。そして、そういう申し入れをされておる中

で時間的な問題がございますので、２町のものを尊重していくといっ

たものもございます。そういった中で、名称につきましても基本的に

２町が公募をかけたものについて尊重をすると。しかしながら、最終

的な選定、そういったものにつきましては３町の合併協議会といった

ものの協定ということが少しうたわれております。このあたり、２

町、３町というものが仮に２つ立ち上がった場合という問題も想定が

されますので、本日はでき得りましたら各委員さん、ダブるかもわか
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りませんが、お一人第１次選考の３点といったあたりにとどめさせて

いただいて、第２次選考につきましては再度お寄りいただければなと

いう事務局で少し腹案を持っておるところでございます。 

 そして、従来のスケジュールでいきますと、１月末の合併協議会で

新町名称の最終決定を委員さんの投票になろうかと思いますけれど

も、決めさせていただきたいというふうなスケジュールを持っており

ました。そして、２月には公表という形の思いをしておったんですけ

れども、先ほど申し上げましたような、少し市川町との３町合併とい

った問題が大きく出てまいっておりますので、その辺、大変流動的な

面がございますので、変更が多々あろうかと思いますが、ご了承いた

だきたいというところでございます。しかしながら、委員長が冒頭の

あいさつで申されましたように、現段階では２町のこういったものに

ついては２町でやっていきたいというふうに思っております。 

 それで、スケジュールの方は大体そういう形で、このお配りをして

おりますような形でいけば１月下旬、２月といった形で決定をさせて

いただくという予定にいたしておるところでございます。 

 そして、次なんですけれども、少し配付ペーパーがたくさん多くて

恐縮なんですけれども、この新町名称の選定に当たってということで

ペーパーをお配りをさせていただいておると思いますので、そちらを

少しお開きいただければと思います。 

 まず、ご存じのようにこの新しい名前、市でも町でも村でも同じな

んですけれども、この地方自治法という法律がございまして、その法

律の第３条、また第３項という中できちっとうたわれております。い

わゆる市町村の名前を変更しようとするときは、それぞれの市や町の

条例といったものできちっと定めなければなりませんよということが

うたわれております。これらは一つの法的な根拠ということでご理解

をいただきたいというふうに思います。 

 当合併協議会におきましても、神崎、大河内を廃止し、その両町を

新しい一つの町に設置するといったところで、両町の名称は必然的に

消滅をいたします。したがいまして、合併後の新町の名称を合併まで

に決めておく必要がございます。そういった面で、ひとつご理解をい

ただきたいというふうに思います。 

 そして、これらにつきましてはご存じのようにそれぞれの合併協議

会で決定をして、それぞれの町の議会の議決を経て県、そして国の方

に行くということで、そこで最終的に了承をいただくという形になろ

うかと思います。 
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 ２つ目に、選定に当たりましての主な留意事項ということで少し上

げさせていただいております。 

 新しい町の名称は、当該の地域に住む住民の皆様方の日常生活に密

着をし、住民の一体性を醸成するとともに、地域の歴史や文化の継

承、新たな創造に向けての重要な役割を担うものというところから、

大きく３つの点を上げさせていただいております。 

 １つ目が、その名称の意味するところが余りにも不適当な名称は、

少し注意をする必要がございます。２つ目に、読み方がわからない名

称、３つ目にこれが特に最近よく問題になっております近隣の地方公

共団体の名称と酷似している、よく似ておるといったところの名称、

こういったところが問題になっております。 

 本日、ちょっと午前中県庁の方にも確認をしたんですけれども、先

ほど８７７点応募をいただいた中に全国的にもう既に存在しておる町

の名前が何点か入っております。町の場合は、基本的にダブっておっ

ても法的な規制はございません。市の場合は、ダブりは必ずだめです

よということがございます。ですから、日本に姫路市という市は二つ

とありません。１つしか存在をいたしません。しかしながら、神崎

町、大河内は１つしかないんですけれども、神崎町という字は、字体

が違うんですけれども、全国に複数ございます。したがいまして、町

という名前は同じ県内で少し、淡路と宍粟郡に一宮町というんがござ

いまして、そちらの方の頭に宍粟、また淡路といったことがついてお

りますので、県内にあってもいいんですけど、できるだけない名前を

というふうな、指導でも何でもないんですけれども、そういうふうな

点も少しご留意をいただけたらというふうなご指導もいただいており

ます。 

 そういうようなところで、ひとつダブっておる町名があっても構わ

ないですよというところでございます。最終的な候補が五、六候補決

まりましたら、その名称については県の方に問い合わせ確認を、いわ

ゆる近隣のところに照会をすることになっておりますので、現時点で

はそういったものが出てまいりましたら、少しあれっという名称につ

きましては県の方に問い合わせをするということで確認をいたしてお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それで、その選定の２枚目の方をめくっていただきますと、名前の

あらわし方なんですけれども、４点ほどございます。当合併協議会で

も漢字、平仮名、片仮名を自由に使っていただいて結構ですよという

形にさせていただいております。そういったところから、４つほどに
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分けられるのかなという思いをいたしております。 

 １つが、名称をすべて漢字、この大河内、神崎も同様ですけれど

も、太子とか姫路、播磨、こういったところもすべて漢字というとこ

ろでございます。 

 そして、名称を平仮名であらわしている市町村もございます。和歌

山県の方でかつらぎ町、かつらぎだけ平仮名で町を漢字にいたしてお

ります。それから、すさみ町、こういった表現でも構わないですよと

いうところでございます。 

 それから、名称を片仮名であらわしておる市町村がございます。よ

くお聞きになります北海道のニセコ町、それから近畿の滋賀県でござ

いますマキノ町、こういったところは片仮名であらわされておりま

す。 

 それから、名称を漢字、平仮名、片仮名を組み合わせてあらわして

る市町村もございます。これも最近合併をされたところですけれど

も、東京都のあきる野市、それから山梨県の南アルプス市といった、

こういった名称をつけられても構いませんよというところでございま

す。 

 そして、その下に新町の名称として留意すべき事項、少し気をつけ

てくださいよといったところなんでございます。必ずだめですよとい

うところではなくて、名前を選ぶ際に少し注意をいただきたいという

ところでございます。 

 先ほど申し上げましたように、①では同じ表記で読み方が異なる場

合、これは市の場合だけなんですけれども、例示がございますように

宮崎県日向（ヒュウガ）市、これが同じ読みが違う場合で日向（ヒナ

タ）市といった形でも表記が同じですので、だめですよということに

なっております。これは先ほど申し上げましたように、市の場合です

ので、町の場合は問題ございませんので、お願いしたいと思います。 

 それから、異なる表記で読み方が同じ場合、これは可能ということ

で、宮城県の「仙台市」、これを平仮名で逆に「せんだい市」の場合

はオーケーですよと。これは市の場合でもオーケーですという形にな

っております。 

 それから３点目に、同一または類似の町村が存在する場合ですけれ

ども、瑞穂町、この瑞穂町といったものも全国的には三つ、四つある

んですけども、その反対で瑞穂市と、町と市なんですけれども、こう

いったものもよろしいですよということになっております。 

 この近畿では奈良県の明日香村、それからこの村に対して明日香
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市、これでも、同じ明日香でも村と市で違いますので、オーケーです

よというところでございます。 

 それから、外国語、日本語、片仮名、平仮名等で表記した場合、

「ラブ」とか「アンド」、理由がこういったものが明確であれば扱っ

てもいいですよということになっております。 

 それから３点目に、略字並びに算用数字等の使用なんですけれど

も、３点ございます。そこにございますような小文字の「ヶ」とか、

そういったものを使用する場合、青ヶ島村、こういったものはオーケ

ーですよというところです。 

 それから、算用数字につきましては日本語かどうか解釈ができませ

ん。したがいまして、これらは適当と思われないというところから、

現段階ではだめですよということになっております。 

 それから、繰り返し符号、例にございますような小佐々町、こうい

った読み返し符号につきましてはオーケーですよということになって

おります。これは一つの名前を決めていただく際の少し注意をいただ

く点でございますので、お願いしたいと思います。 

 それから、３ページの方で（４）といたしまして、通常の読み方と

異なる読みをする場合です。例を挙げまして、そこにございます「永

遠市」というものをトワシと呼ぶ場合とか、「宇宙市」をソラシと呼

ぶ場合は可能ですよと。しかしながら、この場合は新町名を告示する

場合は読み仮名を表示するという条件がついてございます。 

 それから最後に、その名前をつける際、ふさわしくないものという

ふうなとらえ方から３点ございます。公序良俗に反するお名前、それ

から長過ぎる名前、それから現在使用していない漢字、これらを使用

した名前、いわゆる基本的な名前は常用漢字で上がっておるものを使

用してくださいよという一つの、これは国の総務省というところが、

こういう合併に伴いましていろんな質問等が出てきたものを取りまと

めて一つの留意事項という形にされておりますので、そのあたりひと

つこれから選定をいただく際に少し頭の隅に置いていただいて、ご選

定をいただければなというふうに思うところでございます。 

 以上、長くなりましたけれども、今後のスケジュール並びに法的な

部分での説明を終わらせていただきます。 

立石（委員長）   ありがとうございました。 

 ただいま説明がございましたように、いわゆる法律、その他の制約

が何ぼかあるようでございます。このことをきちんと我々の頭の中に

入れながら、何せやり直しがきかん作業でございますので、この点一
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つご注意をいただきたいと思います。 

 ところで、ただいま説明をいただいた中で、何か尋ねたいこと、質

問がございましたらこの際ですからどうぞ遠慮なしにお願いします。 

 多田委員。 

多田委員      神崎町の多田です。 

 今の説明の中で、３町合併の場合の扱いですか、がございました。

絞り込みの段階で、それをある程度反映したものにしていくのかどう

か、ということなんですけども、その辺はどうなんでしょうか。 

立石（委員長）   これは私が答えるわけにはいきませんが、当初に申し上げましたよ

うに、本日の会議についてはあくまでも２町合併を基本にした新町名

称の選定という位置づけをいたしております。 

 今お尋ねの件については、２町、３町の理事者はおりませんし、幹

事会もおりませんし、大きな流れの中で事務局の方で何か答えていた

だくような材料があれば答えていただいた方がいいんじゃないかなと

思うんです。わからんかったらわからんでええんですが。 

 どうぞ。 

浅田（事務局）   先ほど、多田委員さんの方からご質問ございました２町と３町の名

前につきましてはどうするんだというところなんですけれども、事務

局といたしましても大変このあたり日々の流れといいますか、状況が

変わっておりますので、その対応に大変苦慮しておるということで、

明確なお答えは出せないんですけれども、現時点では決まっておりま

すのが、３町の議会にそれぞれ２町の合併協議会と同様に３町の町長

が提案をされ、議決をされれば３町合併協議会というものが立ち上が

ります。しかしながら、３町の町長の調整会議で、２つの方式がある

んですけれども、今神崎・大河内という合併協議会に市川町が加入を

して一つの神崎・市川・大河内という合併協議会にするのか、神崎・

大河内という合併協議会は一つそれはきちっと置いときながら、もう

一つ神崎・市川・大河内というもう一つの協議会を立ち上げるのかと

いったあたりが、今後３町の議会という中で大きな動きで変わってま

いります。 

 そういった中で、どういうふうな、最終的な状況はどうなるかわか

りませんが、現時点ではこの２町のこれまで募集をしてきた名前、そ

ういったもの、また２町で新町建設計画といったものをつくってまい

りましたもの、そういったものは市川町がどういう形で参画をいただ

いたといたしましても時間的に本当にもうございません。そういった

中で、基本的に２町が決めたものにつきましては、最大限尊重してい
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ただくということでの３町の町長を初め関係各位の、県も入っており

ますけれども、共通理解がなされておるところなんですけれども、そ

の中でこの名称につきましては、やはりこの２町合併協議会につきま

しても来年の２月の後半には一つの大きな調印に向けた絞り込み、名

称につきましては絞り込みになるんですけれども、決めてそういった

３月議会に向けてやる必要がございますので、そういった３町という

動きがありながらも、現段階では決定をいたしておりませんので、２

町の部分については十分に事務作業等を進めてまいりたいと。３町が

立ち上がった段階では、そういう協定的なものをどういうふうなとら

え方をしていっていいのか、少し流動的ですけれども、そういったも

のに合わせていくということしか事務局の方からでは申し上げられな

いという状況でございます。 

 以上です。 

立石（委員長）   よろしいですか。 

 ほいじゃ、済んません。せっかく委員会持っとりますから、私個人

のというのか、この会議を持たせてもうた委員長として一つだけ物の

考え方を述べさせていただきます。 

 今、事務局は非常にあいまいな形でしかお答えできないという状況

だろうと思います。しかしながら、私はそういう話も事前に伺った中

で、今日の委員会は持つべしという結論を一つ出させていただきまし

た。それはなぜかといいますと、１０月２８日に正式に市川町から申

し込みがあって、我々はそれ以前から合併協議会を組み、さらには９

月１０日には本日のためのスケジュールも立て、要領も作り、しかも

多くの方々に２町合併を前提としたいわゆる新町名を募集したという

経過がございまして、まだ３町合併が協議会の設置も、またそのこと

の大義も確立していない状況の中では粛々と進めてきたこの２町合併

の協議会を最大限に我々は尊重しながら、しかも小委員会に付託され

た結論だけは責任持って出そうじゃないかというのが、基本的には私

の考えでございまして、そのことを実は事前の事務局とも十分打ち合

わせをいたしまして、持たせてもろたということでございます。した

がいまして、今日は２町合併の協議会の新町名称会議という位置づけ

で、ひとつ物を考えてもらったら非常にうまくいくんじゃないか。 

 我々が最終的に判断仰ぐのは、合併協議会の本体であったり、また

２町の議会であったりとする手順を踏んでいくわけですから、とりあ

えずは我々の責任は十分果たして、住民の皆さんの要望にこたえた

い、これが本心でございます。そういうつもりで今日の委員会は進め
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てさせていただきますので、十分ご理解いただきたいと、このように

思います。 

 ほかに何かございませんか。 

 小寺委員。 

小寺委員      大河内の小寺ですけど、ただいま委員長が言われたとおりだと思う

んです。この小委員会は２町の小委員会でありますし、３町というの

が今ここからいうと外の方で進んどるというように私は解釈してええ

と思いよんですね。そやから、委員長ももうご存じのように議会の中

では私とこの町長自身も２町の合併協議会は残して新たに３町を立ち

上げるというような説明も、私とこの特別委員会の中で発言をされて

おりますので、当然２町は２町で進めていったらいいと思うんです

ね。そうすると、今日の委員会の名称の選定についても、２町が合併

をした場合の名称を選定していったらいいんであって、もし３町が立

ち上がった場合は募集行為はしないけども、この中からまた３町にふ

さわしいのんを最終的に３町なら３町の小委員会ができるのか、そう

いう中でこの候補の中から３町にふさわしいのを選んでもうたらいい

と思うんですね。そやから、私たちの作業というのは２町の中の新町

名称の小委員会ですから、２町にふさわしい名称を選定をさせてもら

ったらいいというふうに私は思うんですけど。 

立石（委員長）   これは一つご意見としてそういう話があったということにとどめお

きたいと思います。 

 ほかに何かご意見、その他質問等ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   特にないようでございましたら、次の作業に移るまでにちょうど１

時間にちょっと足らんのんですが、約１０分余りトイレ休憩をさせて

いただきます。 

 再開は２時３０分、あの時計で２時３０分ということにします。 

 暫時休憩に入ります。 

            午後２時１８分 休憩 

            午後２時３１分 再開 

立石（委員長）   休憩前に引き続き会議を開きます。 

浅田（事務局）   それでは、委員長のごあいさつにもございましたように、少しだけ

ご説明ということで、２点ほどちょっとひとつお願いしたいと思いま

す。 

 まず１点が、本日お配りしました中で先ほどずうっと名称を申し上

げましたけれども、応募数の多いものからまず並べた表をつけさせて
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いただいております。１番が神崎郡の「神」、それから大河内の

「河」を使った「神河（カミカワ）」、これが１７ございました。あ

と、「笠峰」「大崎」「北播磨」「清流」「北播」「あやめ」「埴

岡」、神崎郡の「神」と「北」で「神北」、それから同じく「神」と

いう字と大河内の「河」の「神河（シンコウ）」「中播磨」、このあ

たりが１０以上の数がございました。これらの数については、実施要

領等々でこれまでも申し上げてきましたように、特に選定の段階では

こだわりませんので、貴重な名前が一つの候補からありましてもでき

ましたらお願いをしたいというふうに思います。 

 それともう一点なんですけれども、特にこの名前につきまして、神

崎・大河内の場合はないと思いますけれども、この名前によって合併

の議案が否決をされると。いわゆる浜坂町での議会で温泉町という名

前がついて、議会の方で議決事項を否決されたといったケースもござ

います。そういったところで、この名前につきましては大変重要なも

のであるということも一つご認識をいただきたいと思います。 

 それから、これは必ずこうではないんですけれども、現在揖龍の

方、揖龍といいますのは龍野、新宮、揖保川、御津の方で合併協議会

されておりまして、太子町がのかれて、新しいまた新市の名称の選定

をされておるんですけれども、そちらの方で候補の中に「西播磨」と

いう名前がやはり入ったそうでございます。そして、西播磨市という

名前をつけたいといった場合に、先ほど申し上げましたように最終の

五、六候補の絞り込みがあった段階で県の方に紹介をいたしますの

で、その段階で余りにも広域的な範囲になってくるという部分から、

少し県の方でも検討を要するといった事例も新聞の方でも報道されて

おったと思います。しかしながら、これは必ずだめだということでは

ございません。したがいまして、私どもの方でも当然中播磨という名

前、北播磨、そういった播磨がつくものでたくさん出ておりますの

で、そういった部分につきましても県の方は絶対にはだめですよてい

うことではございませんで、しかしながら少し県の方でもいろいろ検

討させていただきますよ、いわゆる近隣の市や町の方に問い合わせを

しますよといったことも言われておりますので、その点だけ少しご注

意をいただければというふうに思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上です。 

多田委員      済みません。例えばこの神河で、１番のカミカワですね、これと１

０番のシンコウ、これは振り仮名で仕分けするということですか。こ
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の名称別応募数。 

浅田（事務局）   先ほど、多田委員さんの方からご質問ありました名称別応募数の１

番がカミカワということでございます。それから、１０番目に同じ名

前でシンコウとございます。その場合は、お手元の投票用紙の方に同

じ名前で順番がダブっても結構ですので、振り仮名を打っていただけ

ればというふうに思います。 

 恐らくダブる応募の名称はかなりあると思いますので、できました

ら恐縮ですけれども、漢字の名称につきましては振り仮名をお打ちい

ただければというふうに思います。 

 以上です。 

立石（委員長）   よろしいですか。 

多田委員      はい、わかりました。 

            〔投票用紙記入・集計〕 

立石（委員長）   それでは、集計ができたようですんで、スライドで見ていただきま

す。 

浅田（事務局）   見えますでしょうか。生田さん見えますか。 

生田委員      はい。 

浅田（事務局）   今、お一人３候補ずつ上げていただきました。それで、一番多いも

のといいますか、その方から左の方になるんですけれども、一番今回

の応募の中で多くございました神崎町の「神」という字と大河内の

「河」をとったカミカワ、これが４票ございました。それから、同じ

く読み方なんですけれども、シンコウという形、神崎郡神河町、それ

から同じく２票で神崎郡笠峰町、それから同じく２票で美しい里の

「美里町」、それが２票、それから同じく２票で神崎郡、漢字の方の

通常の「埴岡町」、これがございました。それから、あとは１票ずつ

なんですけれども、ひらがなで「はにおか」、それから「愛里」、

「愛」という字と「里」という字で「愛里町」、それから真ん中にい

きまして「優希町」ですね。それから、「希来々」という名前、それ

から「清川」、それから「中播磨」「北播磨」「彩」、それから平仮

名で「わかば」、それから一番右に行きまして「神北」、それから

「兵庫中央」、それから「秀峰」、次に「県央」、それから「播磨中

町」、それから「緑町」という格好で皆さん方からいただいたものを

分析いたしますと、これで２０種類そろったという格好になります。 

 以上が投票の結果ということになります。 

立石（委員長）   ほいじゃあ、一遍、またすぐ映るようにしてちょっと明かりつけて

もらえますか。 
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 ただいま集計の結果、２０点の投票結果が出ました。ここで一つ皆

さんにお諮りをしたいわけなんですが、実はこの選定要領の中に１次

選考は最大３点、１０名掛けて３０点と、それにプラス２点の３２点

以内という実施要領がございます。この扱いを果たしてどうしたもの

かということです。これも実施要領で定めている以上、やっぱりこの

こともかっちり皆さんの意見を聞いて、それの取り扱いを決めておか

んとまずいと思いますんで、どのようにするか、あくまでも３２点に

近づけるのか、あるいは欠席なさっとる３名の投票権が今日はござい

ませんので、これを２７点で走るのか、ここらも含めてひとつ皆さん

にご意見をまず聞きたいと思います。 

 ご意見のある方。 

 だから、このままこの中からいこうやっていうことならそれでもい

いんですか、もう一点ずつ私が候補に上げとったやつ、書きたいやつ

があったんや、これと重複しとっても構わんわけですね。ほいで、さ

らにここにおる９名がもう一点ずつ投票して、当然自分で書いてない

やつもこの中に入っとるかもしれませんので、それもダブっても結構

ですから、そういう方法でやるのか、ここらちょっとご検討いただき

たいなと、こういうふうに思います。 

 どうぞ。 

生田委員      大河内の生田ですけど、この選定方法からいえば欠席しとう人は別

として、あと２点は選ばなあかんとはなってないんやけど、選べると

いうことやね。 

立石（委員長）   そうですね。 

生田委員      投票できるということか。 

立石（委員長）   はい。 

生田委員      いや、２点ということは全員で２点ということ。 

立石（委員長）   まあまあそういうこと。 

生田委員      そういうことやなあ。 

立石（委員長）   はあ。 

生田委員      それまた難しいんよ。 

立石（委員長）   難しいでしょ。 

生田委員      わかりました。 

立石（委員長）   だから、もうややこしいやないか、もう９人が、三九、二十七で出

しとんやから、もうこれで行けっという合意がとれたらこのことはす

っと次の段階へ入れるんですが、ここらの判断だけですわ。 

 どうぞ。 



 発 言 者         議 題・発言内容・決定事項 

- 19 - 

竹國委員      神崎町の竹國なんですけど、この結果表見ましたら半数以上が１０

歳未満と１０代の方の応募なんです。それを皆さん、私たちも私も含

めてそのこれがどの名前が１０代までの人の名前かということはわか

らないんですが、そこを少し酌むということは大切なことではないん

じゃないかと思います。 

立石（委員長）   なるほど。 

竹國委員      私たちはもう全体的に年代を考えましたら大体同年代のような形で

すので、ただしこの応募された方半分は１０代未満であるということ

がありますので、そこもちょっと認識を持たないとだめじゃないかな

とは思います。ちょっと難しいことなんですけど。 

立石（委員長）   ごもっともな意見でございまして、大体事務局の方は把握してくれ

とるようなんですが、どうしましょ。８００人これ年齢ずうっと言う

というたら、ちょっとしんどいですな。 

竹國委員      この中でいいです。 

立石（委員長）   この中対象にですか。 

竹國委員      はい。 

立石（委員長）   この中対象だけの、ああそう、それやったら簡単にいくん違います

か。 

浅田（事務局）   この中で１０歳、１０代の方がいらっしゃるかどうかということで

すか。 

竹國委員      選考された中に、この中にあるかということをちょっと。 

浅田（事務局）   当然、「ハニオカ」とか「神河（シンコウ）」とか、そういう中に

は入っていらっしゃいます。小学生、中学生というのも家族の方とお

話をされておるとは思うんですけれども。 

竹國委員      １０代といってもその人自身が考えたとは限らないということです

ね。 

浅田（事務局）   はい。 

竹國委員      ああ、そういうことはありますね。 

浅田（事務局）   例えば、本当に子供さんだけが考えられた名前ですと、「にこにこ

町」とか、それから「みどり町」とか、平仮名で「みどり町」とか、

「すすき」とか、そういった「子ども町」とか、こういったものは恐

らく使えないと思うんですけれども、あとサクラ（桜、さくら）と

か、そういった形での応募が結構ございました。 

 この中にもおっしゃいますとおり、当然「笠峰」とか「神河（カミ

カワ）」「神河（シンコウ」、この中には１０代の方の応募も入って

おります。 
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 逆に、真ん中の上から２つ目の「希来々」というてありますよね。

これなんか子供だと思うんですけれど、実際は６０ぐらいの方が応募

されておるんですけど。 

立石（委員長）   今のお尋ね、この程度の説明でよろしいですか、よろしいですか。

また、必要でしたら事務局に年齢のやつは、これはオープン今日はし

てませんけど、どうも持っとるようですから、また参考までに聞いて

やってください。 

 ほいじゃあ、この今先ほど私がちょっと提案申し上げた件について

どないですか。 

 どうぞ。 

松原委員      神崎町の松原です。 

 私も、今これずっと見よったら、私も私の家族も入れて４つか５つ

か出しとると思うんですよ。やっぱり今も話しよったんですが、自分

が出したやつが一番ええんじゃねえかなと、こう思うわけですよね。

そうなりますと、やっぱりそういうのがこの中にかなり含まれとんじ

ゃ、この委員さんの中の名前がね。ですから、できれば私はもうちょ

っと増やした方がいいんじゃないかなという気がするんです。 

立石（委員長）   もうちょっと増やしたのはっていうご意見が出ております。 

 ほかの皆さんいかがでしょうか。 

多田委員      さらに、２点選考するんですね。 

立石（委員長）   最終的には１０点に絞り込んで、さらに５点と、こういうことにな

るんですが、１次選考のそこに書いてある要領からいえばこのとおり

にすべきじゃというご意見もありましょうし、出たもんでええやない

かという意見もありましょうし、今松原委員さんの言われたような思

いもありましょうし。 

 例えば、これ私の提案ですけども、今９人の皆さんにここに当然ダ

ブる分も含めて、私はこの中に仮に一つ書いとったとしても、私の書

いてない分がここにあるわけなんですね。ほんなら、総合、集約した

ら件数は増えなくても、やっぱり票の重みは今度変わってきよります

わな。そういう意味も含めて、９名の方でもう一点ずつ追加してもろ

たら２９件になるんですか、そういうことですね。２９件やけど、ダ

ブりがあったらもうちょっと減るわね。そういう方法で１次選考をや

ったんやというふうに皆さんが了解していただいたら、この１次選考

のやり方についてはクリアできると思うんですね。どないですか。こ

れは私の提案なんですが、ほかにええ方法があったら言うてくださ

い。 
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 小寺委員 

小寺委員      この募集選考要項で３０点というのは、これ例えばを書いてあるん

だと思うんですね。ということは、委員が１０名おって、１人に３点

ずつ選ぶんですから、重複しなければ３０点になるわけですね。だけ

ども、多分これ並べてもうたら２７点ですね。２７点やけども、ただ

重複したから全部で２０点になったんであって、それは私はそれでい

いと思うんですよ。そやから、藤原昇委員さんが今日欠席やから１名

の欠席だけですね。そやから、２７点は出とるということになるんで

す。ほいで、もし選ぶんであれば、これ以外に何とか追加をしたいと

いうふうな皆さんの意見があるんやったら、これプラス２点は出せる

と思うんですね。そやから、皆さんがもう一回１点ずつ選んで、それ

がみんな１票ずつやったらどれが２点になるのかということはわから

へんと思うんです。それなら、９人で９点出すというのはちょっとお

かしいんと違うんかと。そうすると、１人に４点ずつ選考したことに

なりますので、この選考の基準からいうと、やっぱりそれに私は合致

しないと思うんですね。だから、あくまでも１点やから３０点であっ

て、ある程度の皆さんのご意見が一致した中で２７点で、中で２０点

になったと、集約されたというように私は理解してますので、委員さ

んの中でここに出てない中であとの、もうあと五百何点あるわけやけ

ども、その中から何とか２点というような皆さんご意見があるんやっ

たら何とか２点を選び出したってええんやけども、ただ投票してもみ

んなが選ぶとまた１点ずつになれへんかなと、１票ずつになれへんか

という懸念は多少あると思うんで、そこらの選出の仕方というのはち

ょっと難しいと私は思うんですけどな。 

 そやから、２次選考をする場合でも、これ小委員会の、多分また９

名になると思うんですね。両町長さんは委員さんじゃありませんの

で、そやからやはりこれ９名が２次選考を多分すると思うんです、２

町の場合ですから。そうすると、またこの中で皆さんに今度は１点ず

つ選んでもらうということになるんですね、今の基準からいいます

と。１点ずつ選んでもらった中で５点なら５点を選ぶというようなこ

とになるんで、私はこれでいいんじゃないかというふうに、私は思う

んですけどね。 

立石（委員長）   このままでもう１次選考は済んだという形をとれっていうことです

な。 

小寺委員      そうです、はい。 

立石（委員長）   新たな提案が出ました。皆さんほかにご意見ございませんか。 
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 今、そういうような意見が出たんですが、そういう扱いすればほん

まに会を進める方としては非常に楽なんです。 

 どうぞ。 

松原委員      神崎町の松原です。 

 ２点、できれば追加したいと思うんです。最低、２点だけ。そうい

う規定にもなっとるわけですから、最低もう２点だけ選んだ方がいい

んじゃないかという気がします。 

立石（委員長）   そういう、規定もそうなってますし、ああいう意見がございますの

で、２点追加選考するということで皆さんにご理解をいただきたいん

ですが、それでよろしいですか、よろしいですか。 

      〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   それで、その次の段階でちょっとお諮りします。 

 今度、自分の書く名前がここにないものから選ぶのか、基本的には

ないものから選ぶというたら中にダブるかもしれへんけど、９点以内

出てきよるわけですね。ほんなら、さらにそれの２点をつまみ出すん

にどういう方法をとるかということ、これもまた次ひっかかってきよ

ります。 

 どうぞ。 

生田委員      大河内の生田です。 

 協議によればそれ以外の作品やからこれ以外やね。 

立石（委員長）   そうですね。 

生田委員      そこから２点を選んで、多分点数の多い方から選ぶということが普

通ですよね。 

立石（委員長）   そうですね。 

生田委員      少ない方から選ぶなんか考えられへんじゃないかと。 

立石（委員長）   そういう結果になってくれれば……。 

生田委員      ええんやけど。 

立石（委員長）   多い方から２点とれるんですけど。１点ずつばらばらに……。 

   その中からまたやるか。よっしゃ。 

 今、お聞きになったような状況ですので、それでは２回目の投票を

進めさせていただきます。 

 １名分の用紙配ってください。 

 ちょっと８００名のあれを見ろう思うたら時間かかりますんで、ゆ

っくり考えてください。 

            〔投票用紙記入・集計〕 

立石（委員長）   これで出ましたね、全部。よろしいか。 
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 今、２回目の投票で以上の結果でございます。 

 ここでまたお諮りせないかんのですが、この中から２点を絞り込む

という手法についてひとつご意見ありましたら。 

 もう一回やりますか、この中から限定して２つを絞り込みして多い

方からと。それが一番ええことでしょうな。そういう方法でよろしい

ですか。一応ここへ出たんですから。 

 どうぞ。 

小寺委員      もしするんやったら、１人が１票やったら多分また同じになる可能

性があるんです。ということは、自分が一番ええ思うとるから、１票

やったらまた同じ書いたら同じになる。そやから、もしするんやった

ら２つずつ書いたら、自分のやつとだれか相手のやつもう一つ書かな

あかんわけやから、そうなってくると多分これは票の数が変わってく

ると思いますわ。もう一回絞り込むんやったら、美山町を外してする

んやったらあとは１人に２つずつ書いてもらったら確実に票差は必ず

発生すると思いますけど。 

立石（委員長）   美山を外して、あとほな１点だけを２つずつ書いて、一番その中で

大きいやつが最後の１点になると、こういう話です。 

 そんなんでよろしいですか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   はいはい。 

 ほいじゃあ、今度はひとつ持ち点２で書いてください。ただし、こ

の中の美山外しの７点の中から選んでもうたらええわけですな。 

 事務局、抜かりはないやろけど、この今踏んどる手順間違えずによ

う記録にしといてよ。 

浅田（事務局）   参考までになんですけど、今「大崎」「奥播磨」と２ずつ出ておる

んですけど、ちなみに「大崎」という名称を応募されておるのは１０

代の子供さんが大半です。その名前のあれは、単純にもう神崎町の

「崎」と大河内町の「大」をとってというあれがほとんどでございま

す。 

 この「和幸町」ですか、４票入っております。これも多分家でご相

談されとると思うんですけど、応募を一応いただいた年齢は一応小学

生の年齢です。 

 「虹彩町」は、コウザイですね。コウザイ、コウザイです。コウザ

イチョウ、サイなん。コウサイです。 

多田委員      コウサイチョウ？。 

浅田（事務局）   はい、コウサイチョウ。これはしぐれた日に虹が山にかかるのをよ
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く見かけ、大河内町、神崎町がともに共存でき、未来につながるよう

にかけ橋となればというふうな意味なり理由をつけられて、多分親子

で出されておると思うんですけども、お母さんと娘さんと出されてお

るというところです。 

 委員さんから出していただきました中では、真ん中の神崎郡和幸と

いうものと、その隣の虹彩ですか、これが４票ずつ入ったというとこ

ろです。 

 「和幸」は、応募された理由はみんなが幸せになるようにというこ

とで、小学生の男の子ですね。それから、「虹彩」の方はお母さんと

子供さんで先ほど言いましたように両町に虹がかかってかけ橋となる

ようなという意味でつけられております。 

立石（委員長）   ちょっと消さんと置いといてください。 

 どないでしょう。もう一回やるんがええですか。もう挙手でやるん

がええんか。こん中で自分ないしは自分の家族が応募された方ありま

すか、今の「和幸」と、それから「虹彩」は。ないですか。 

 もう挙手でいきますか。どないします。ここまで来とんやからもう

一回字書きまっか。どないです、皆さん。 

 ルールによって美山はもう決めてますからね、１点目が。だから、

４と４の中から１点どっちか選ぶというだけの話なんですけどね。 

 ほいじゃあ、挙手でいきまっか。よろしいですか。どないします。

まだ紙ある。 

 ほな、もう手間暇かけて、びゃあっと。 

            〔投票用紙記入・集計〕 

立石（委員長）   あとはスライドの整理だけです。ごらんのように「和幸」が６、

「虹彩」が３ということで、合わせて９票。 

 結果が出ました。それでは、確認をさせていだきます。一番最初に

行いました中で、２０の新町名の候補が決まりました。その後、２つ

の追加ということで「美山町」、それから「和幸町」、これが決まっ

たわけでございまして、全部で２２件名ということになります。 

 それでは、コンピューターで２２の結果を直ちに印刷していただい

て、皆さんにひとつお配りをいただきたいと思います。 

 ほいじゃあ、お帰りになるまでにこの名前の一覧表をお渡しするこ

とにいたします。 

 本日、予定をいたしておりました１次選考、ここまで絞り込みでき

たら本日は了と、こういうふうに考えておりましたので、一応以上を

もちまして今日の作業を終了したいと思います。これにご異議ござい
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ませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   ありがとうございます。 

 それでは、さらに半分に絞り込む作業は次回に、半分でしたな、あ

あ半分、４分の１にせにゃいかんのかな、約。５点やな。５点の絞り

込みについてはただいま出ました結果、さらにご検討いただいて、適

切な判断をさせていただくと。これにはかなり時間がかかると思いま

すんで、次回はたっぷり時間をいただいてしたいと思います。 

 事務局、次何かありますか。 

浅田（事務局）   それでは、事務局の方から。 

 本日は慎重に審議いただきましてありがとうございました。本日い

ただきました２２の名前につきましては、後ほど皆様方の方にお配り

をします。 

 そして、次回の委員会の日程なんですけれども、冒頭にも申し上げ

ましたように３町というふうな動きもございます。そういった中で、

事務局の方もいろいろ、私どもはあくまでも２町合併協議会の事務を

やっておるんですけれども、３町になった場合にいろんな関係でいろ

いろ流動的な部分もございます。そういったところで、恐らく年内は

難しいかなという思いをしておるんですけれども、各委員さんにおか

れましてはその辺はどうでしょうか。年内に協議会へ上げるまでの候

補をできるならば絞り込みをもしお願いできれば事務局としては大変

ありがたいという思いはいたしております。 

 ただ、神崎、大河内の議会の関係が若干ございますので、その辺と

の調整が必要になるんですけれども、事務局としてはできるだけ年内

ぐらいには絞り込みができればな、もしくは年始早々にお願いできれ

ばなというところがございます。 

 それがまず１点と、それから何か委員さんの方から先ほどの新町の

名前が２２ほど出たんですけれども、それらに係る何か各委員の方で

内容等何かもう少し詳しく知りたいとか、いろんな部分での資料が必

要なものがないかというふうなこともあわせてお聞きして、用意でき

るものは用意させていただきたいというふうに思っております。 

 いずれにいたしましても、遅くとも１月の上旬には開催をしたいと

思うんですけれども、その辺年内年始の議会の関係がございますの

で、ちょっとこの委員会としましてもその辺一つ委員さんの方でご協

議いただければなという思いはいたしております。 

 以上です。 
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立石（委員長）   ただいま事務局からの次回の開催についての説明というか、提案が

ございました。これについて、皆さん年内にすべきやという方がおら

れるかどうか。いや、もう新年、年明けてからにしようやないかいと

いうご意見が多いのか、ちょっとお諮りしたいと思います。 

 どないですか、もう年内に２次選考やってしまおかというご意見の

方ありますか。 

 まことに私ごとで申しわけないんですが、私は年内は恐らくもうい

ろんな日程から見たら無理やろなと、こない思うてます。したがっ

て、１月、正月過ぎてからできるだけ早い機会に事務局と調整しなが

ら皆さんにご連絡申し上げるというぐらいなことでひとつこの場はご

了解いただけませんでしょうか。 

 よろしいですか、皆さんそれでよろしいですか。 

 どうぞ。 

浅田（委員長）   できましたら２７ぐらいと思っておったんですけれども、このあた

りも神崎町の方で議会の方が特別委員会といったものも予定をされと

るみたいでして、ちょっとその辺日程が調整できないという年末まで

は現状になっております。 

立石（委員長）   そういう事情もございますんで、ひとつ１月年明けてから早い機会

にやるというお約束をしまして、ご了解をいただきたいと思います。 

 もう終わらせてもうてもええか。ほか何もない。 

 この際ですから、委員さんの方から特に何かございましたら遠慮な

しにどうぞ。 

 特にございませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

立石（委員長）   ありがとうございます。 

 それでは、長時間にわたりまして新町名称の１次選考無事に終わら

せていただきました。ただいま出ました２２件をさらに吟味しなが

ら、次回的確な判断をしてまいりたいなと、こういうふうに考えてお

りますので、ひとつよろしくお願い申し上げます。 

 閉会に当たりまして、年内皆さん方お互いにいろいろと新しいつき

合いが始まった方もございます。いろいろお世話になりました。どう

か年末忙しいときですが、ご慈愛の上いい正月を迎えられて、来年は

正月明けたらお互いにさやわかな顔でお会いできることを期待申し上

げまして、本日の終わりのあいさつとさせていただきます。 

 本日はご苦労さんでございました。 
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